
 

新居浜港長期構想（案）に関する意見募集の結果について 

 

令和８年９月１０日 

 新居浜港務局港湾課 

 
１ 意見募集期間 令和８年５月１日（金）～６月１日（月） 

２ 意見提出人数 ３人（個人１、団体２） 

３ 意見提出件数 １１件 

４ 提出意見の概要と意見に対する新居浜港務局の考え方 
 

番号 提出された意見の概要 意見に対する新居浜港務局の考え方 

１ 東西の強制水域に挟まれ新居浜入港に

はコストがかかる。条件付き（年間の貨

物の取り扱い量等）で補助金や税金の控

除を。 

 

入港関連コストについて、改めて実態を

把握すると共に、利用者等のご意見もお聞

きしてまいります。 

 

２ 船の生活ごみ（燃えるゴミや空き缶、

ペットボトル）を無料か安価で処理でき

る手段。 

 

利用者等の、ご意見もお聞きして港湾環

境の改善に努めてまいります。 

 

３ 仮バースができる場所の付近にゴミ処

理や自由に使える給水設備、食事場所、

簡易宿泊設備（乗下船する船員本人や家

族用）の設置。そこには船員用手荷物を

預かる設備も。 

 

具体的な施設の整備等につきましては、

ご意見を参考に、関連計画等と整合を図り

ながら、今後検討を進めてまいります。 

 

４ 新居浜港の活性化に向けては、まず港

が浅いという課題に対応し、浚渫などに

より水深を確保することで大型船の入港

を可能にすることが重要である。 

 

本構想で示す「強く、しなやかで、くら

し・産業を支える強靭な新居浜港」の実現

に向けた取組の方向性である「港湾施設の

戦略的なアセットマネジメントの推進」に

基づき、持続的な港湾の機能維持、長期的

なコスト削減、安全確保を図られるよう、

港湾管理者として対応してまいります。 

 

５ 大型クレーンなど荷役設備を整備し、

作業効率の向上を図る必要がある。 

 

６ 三島川之江港との機能分担も踏まえつ

つ、住友関連貨物の取扱い体制の見直し

や役割整理を検討すべきである。 

 

近隣港湾との役割分担や貨物の取扱体

制、人材確保、新居浜港の競争力強化と取

扱量拡大について、本構想で示す「臨海工

業・地域経済の持続的発展と国内外のシー

ムレスな物流を支援する新居浜港」の実現

に向けた取組の方向性である、戦略Ⅰから

戦略Ⅴに基づき、新居浜港が発展するよう

取組を進めてまいります。 

 

７ 人材確保のため、地元企業や学校と連

携し、就業支援や資格取得支援を強化す

ることが求められる。 

 

８ 市と住友が連携し、新たな貨物や物流

需要の創出に取り組むことで、新居浜港

の競争力強化と取扱量の拡大を図るべき

である。 



９ 課題⑬について、日本では地震（南海

トラフ地震）、台風、豪雨、今後の猛暑

への対策として、学校、公共施設の耐震

化の強化、堤防や排水設備の見直しや強

化、津波が起きた時の避難路の整備見直

しの徹底、防災無線の確立など、今後に

備えて災害に強いまちづくり、環境負荷

の少ない社会づくりをお願いします。 

 

課題⑬として、新居浜港港湾ＢＣＰの徹

底と更新、訓練の実施など、本構想で示す

「強く、しなやかで、くらし・産業を支え

る強靭な新居浜港」の実現に向けた取組の

方向性である「災害時でも安全・安定的な

機能を保持し、産業や生活を守る港湾の強

靭化」に基づき、新居浜港を利用する人々

や地域住民に安心感を与える港を形成する

よう取組を進めてまいります。 

 

10 課題⑦に対して、現状東港地区のトイ

レに関して、マリンパーク、フェリータ

ーミナル、多喜浜ふれあい公園などにし

かない。垣生第４岸壁で港湾荷役作業を

していて、トイレが近くにないので緊急

時に非常に困っている。（特に女性） 

今後、港湾労働者も男性だけでなく女

性も働く可能性もあるので、トイレの設

備環境を整えてもらいたい。水洗トイレ

を要望したいですが、無理であれば河川

敷にある流れるトイレを要望します。 

 

本構想で示す「臨海工業・地域経済の持

続的発展と国内外のシームレスな物流を支

援する新居浜港」の実現に向けた取組の方

向性である、「次世代への技術継承・育成

及び魅力ある労働環境の整備」に基づき、

港湾労働者が働きやすい港づくりに取組ん

でまいります。 

 

11 政府は「造船業再生ロードマップ」

（２０２５／１２／２６策定）により、

日本の造船復興を目標としました。造船

業で使用するジブクレーンの製造は、新

居浜の住友重機械搬送システム（株）殿

が大きなシェアを持っています。住友重

機械工業(株)は検討会に参加していない

が、意見を伺うべきではないか？ 

長期構想実現にあたり、現存設備の維

持と改良も必要です。特に東港地区のコ

ンテナヤード設備等の荷役機械、市営上

屋、岸壁の改良は短期間での実施が理想

です。 

 

新居浜周辺には、日本成長戦略１７分野

である「造船」や「港湾ロジスティクス」

に関係する企業が立地しており、政府方針

を踏まえ、港湾管理者として必要な取組を

進めてまいります。 

本構想で示す将来像の実現に向けて、関

係者と密に連携を図り、進化し続ける港を

目指し取組を進めてまいります。 

 

 

 


